
 

 

 

 イチゴの収穫終了後に株をそのまま栽培ベッドに据置いて， 次作の生産 

株として継続利用する「株据置栽培」の技術開発を行っています。 

（特許第３８０９４７５号） 定植
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慣行のイチゴ栽培 

 

イチゴ生産株を継続利用する株据置栽培 

技技術術ののポポイインントトはは・・・・・・  
①５月上旬～６月上旬から窒素中断を開始する。 

②花芽分化を確認したら， 施肥を再開する。 

③窒素中断期間は， ランナー・古葉を適宜除去。 

 

 

本本技技術術にによよりり・・・・・・  
①育苗作業を省略でき， ３００時間/１０ａ以上の省力化を可能とします。 

②早期に花芽分化でき， １１月からの早期収穫が可能となります。 
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月別規格品収量（１１月１日～４月３０日） 

 ・ 窒素中断の開始時期が早いほど， 

早くから収穫でき， 収量も多い！！ 

抜き取らず 
そのまま 
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収量（ｇ/株） 

ランナー処理 

 ・ ランナー除去で中休み現象回避 

収量（ｇ/株） 

が激減（中休み現象） 

 ・ ランナー放任では， １～２月に収穫量 

窒素中断期間 

５月３日～９月４日 

６月７日～９月１８日 

７月５日～９月２５日 

（参考）促成栽培 
８月１５日～９月２４日 

    窒素中断期間のランナー除去による月別規格品収量 
    （１１月１日～４月３０日） 


